
岐阜市立岩野田北小学校 学校だより 

せんだんの木 
令和７年６月１１日  校長 各務 至  

だから町もきれいなんだ 

 前回の「落とし物、並ぶこと」の紹介と同様に、掃除も外国から

驚かれる教育活動の一つです。清掃員がいて、子供たちが掃除をし

ない国も多いそうです。日本の子供たちは羨むでしょうが。 

 今年度から、掃除の時間を週 3 日から週４日へと増やしています。

これは、自分たちの場所を自分たちの手できれいにすることで、大

切に使おうとしたり、自立、協調性、合理性、責任感等の力を養ったり

するねらいがあります。 

ところが、「掃除はめんどうだなあ。」という声が子供から聞かれ

るのが実情です。行動につなげるには、行動に対する意識を高めて

いくこと、行動に対する価値を感じること、大人も姿を見せること、

家庭や地域でも同じ思いをもって子供に接することが必要です。ど

うぞ、ご理解ご協力をお願いします。 

○１年生といっしょに ～やり方を覚えてほしい！～ 

 ６年生が１年生の掃除分担場所で、いっしょに掃除をしています。

やり方を教えたり、出来栄えをほめたり、１年生では難しいことを

手伝ったりしています。自分の手が汚れるのも厭わない姿には感心

することもあります。その分、自分たちの掃除分担場所の人数が少

なくなって大変です。 

○プール掃除では ～きれいなプールを使いたい！～ 

 プール開きの前に、５・６年生がプール回りや階段の汚れ等を、

ブラシなどを使ってきれいにしてくれました。水の気持ちよさだけ

でなく設備がきれいなことも、子供たちの心によい影響をもたらし

ます。さらに、今年度は大プール側の床を改修したので、よりきれ

いで安全に使ってもらえるかと思います。 

○野外学習（５年生）では ～次に使う人のために！～ 

 炊事に使った鍋などの道具を洗いました。特に、カレーやごはん

のこびりつきは中々きれいにならず、簡単には合格がもらえません。

これまでに経験したことのない厳しさを味わいました。もちろん、

次に使う人が気持ちよく使えるためです。自分たちが気持ちよく使

えたのは、自分たちの前の人たちがしっかり洗ったからです。他者

を思う気持ちとこだわるレベルが上がりました。 



パパレンジャーの総会 

 ５月３１日（土）に、パパレンジャーの総会が開かれました。新

規の方３名をお迎えしてのスタートとなりました。「親子２代で岩野

田北小です。」「何か力になりたくて。」「保護者のつながりができると

いいです。」などと自己紹介でお話しされる方もみえました。昨年度

は、運動会のテント張り、児童玄関のミスト設置、せんだんの木の

ブロック補修、門松づくり等をやっていただきました。今年度も、

側溝の清掃など様々な取組について、会長より提案がありました。

学校としては感謝するばかりで、いっそう協力してもらえるような

学校になるよう努めてまいります。 

開校当時を紐解く 

開校３年目（１９８２年：昭和５７年）

の航空写真です。額に入れてあるものを

撮影したので光が反射して見にくいです

が、校舎、体育館、運動場、プールなど

が確認できます。せんだんの木はまだ見

えないです。 

学校の南にはすでに岩野田北公民館が

ありますが、国道２５６号線のバイパス

はまだ建設されていません。民家は今よ

りもまばらで、田園の中の学校といった

ところでしょうか。学校の用地は、地主

の方々が提供してくださった場所である

ことが伝わってきます。 

 開校 3 年目には、全校児童７２５名だったと記録があります。1 クラスの児童数は今より多く、教室

も窮屈だったことでしょう。開校４５年の歴史の中で、この年がピークの児童数になります。 

パパレンジャーとは、岩野田北小学校

に在籍の児童の保護者さんと、児童は

卒業したけれども、そのままＯＢとし

て残ってみえる方々の集まりです。 


